
誰かのために、より良いものを創る─。
DUNLOPに息づくこの信念は、今も私たちをかき立てる揺るぎない原点です。
その根底にあるのは純粋な愛であり、人の進歩の源泉となるものです。

100年以上も前、すべては一台の乗り物と一本のタイヤから始まりました。
確固たる意志のもと、歩みを止めることなく前進し、卓越性と精度を追求。
革新を重ね、世界の常識を塗り替えてきました。

私たちはタイヤを生み出し、スポーツを形づくり、人生を豊かにする製品を創り出しています。
それは単なる「モノをつくること」ではありません。
人々の心を突き動かし、変革をドライブし、真のパフォーマンスを届ける体験そのものを
創造しているのです。
そのすべてを支えるのは、磨き抜かれた技術。確固たる自信。そして、妥協を許さない
品質へのこだわりです。

私たちはこの体験をさらに深く、さらに広く、世界中の人々に届けていきます。

勝負の熱狂であれ、静かな日常の努力であれ、いかなる状況でも目標を達成できる
のだという確信は、人をさらなる高みへと連れていくのです。

すべての道で。すべてのステージで。すべての人生という旅路で。
あなたを、その先へ。

DUNLOP

Taking you beyond.
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変革と挑戦を貫き、
新たな価値創造を
グローバルで実現する

2026年3月、DUNLOPの代表取締役社長に就任いたしま

した、國安恭彰です。当社における新たな時代の幕開けという

べき重要な時期に経営トップに指名されたことに対して責任

の重さを痛感するとともに、当社の企業価値をさらに向上さ

せるべく変革と挑戦をやり切る覚悟です。

社長就任が決まって以来、当社が持つ可能性の大きさを

日々感じています。技術、人材、そしてグローバルに広がる事

業基盤といった強みを、着実に成長へと結びつけ、ステークホ

ルダーの皆様に対して期待以上の価値を提供することが私の

責務と捉えています。

当社グループは海外売上比率が70%を超え、従業員の約7割

が海外で勤務するなど、事業規模としてはグローバル企業で

す。しかしながら、グループ全体としての一体感や価値観の共

有という点で十分とは言えず、真のグローバル経営の実現に

向けては大きな伸びしろがあると認識しています。

私が重視したいのは、企業理念の中にある「WAY」を自ら

体現し、個人と組織の挑戦を後押しする経営をグローバルで

実践することです。多様な人材がそれぞれの価値観や強みを

発揮し、互いに認め合いながら価値創出につなげていく、多様

性を尊重しインクルージョンを意識した経営を一層推進して

いきます。

私は1992年に入社以来、新車装着タイヤの設計をはじめ、

製造現場、生産技術、品質保証、そして経営企画と、事業の川

上から川下まで幅広い領域を経験しました。これらの経験の

中で一貫して感じてきたのは、課題の本質は常に現場にある

ということです。現場では、計画通りに物事が進むことは稀で、

想定外の課題に直面することが日常的に起こります。そのよう

TOP COMMITMENT
現場と向き合い、決断する経営を実践

住友ゴム工業株式会社
代表取締役社長
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TOP COMMITMENT

な状況において、問題を多面的に捉え、優先順位を見極めな

がら対応することに努めてきました。

また、長年にわたり技術者として仕事に向き合う中で、困難

な課題に直面しても決して諦めない姿勢を貫いてきました。一

つの方法が通用しない場合でも、道は無限にあるという前提

に立ち、試行錯誤を重ねて成果につなげていくことを大切にし

てきました。

経営において重要なのは、「自ら考え、決断し、その結果に

責任を負うこと」です。不確実性が高まる中、過去の成功体験

や前例だけに依拠した判断では対応できない場面が増えてい

ます。だからこそ、現場で得た知見とデータを踏まえ、経営とし

て責任ある意思決定を行う必要があります。何事においても

判断を先送りするのではなく、仮説を立て、スピードと柔軟性

をもって決断していきます。前社長である山本会長のもとでや

り切った構造改革を成長の基盤として確実に定着させ、長期

経営戦略「R.I.S.E. 2035」の実現を通じて、当社を次の成長

ステージへ導いていく。それが私に託された役割と、受け止め

ています。新社長として意思決定の質とスピードを重視し、

グローバル企業としての競争力をさらに高めてまいります。

現在、自動車産業は、技術革新や社会要請の変化である

CASE（コネクテッド、自動運転、シェアリング、電動化といった

モビリティの変化）やSDV（ソフトウェアで性能や機能が変わ

るクルマ）の進展という背景のもと、産業構造そのものが再定

義される転換期にあります。価値の源泉や競争軸が大きく

変化しつつある一方、技術や市場の方向性が一様ではなく、

多様な対応が求められており、不確実性の高い環境下で迅速

かつ的確な意思決定が不可欠となる、極めて難易度の高い局

面にあります。特に中国メーカーの台頭は、競争環境に大きな

影響を与えています。開発スピードやコスト構造において従来

とは異なる競争力を持ち、市場の前提を変えつつあります。

また、電動化の進展は欧州、中国、米国では市場環境や政策

の方向性に応じて普及スピードが異なるなど地域ごとに差が

あります。このため、地域特性を踏まえた戦略が不可欠です。

さらに、モビリティの利用形態も変化しています。所有から

利用へと価値観がシフトする中で車両の稼働率や使用環境が

変わり、タイヤに求められる機能が多様化しています。これに

より、耐久性や効率性に加え、データ活用による付加価値の

提供が重要になっているのです。

加えて、地政学リスクや経済圏の分断、原材料価格の変動

などにより、事業環境の不確実性は一層高まっています。この

ような状況に対処するためには、柔軟かつ迅速な意思決定が

ますます重要と考えます。

2025年は、当社にとって構造改革をやり切り、成長へ舵を

切る布石となる年であり、当社として進むべき方向性をあらた

めて明確にすることができました。具体的には、北米における

生産体制の見直しによりコスト構造を改善し、収益性の向上

を実現できました。また欧州・北米・オセアニアでのDUNLOP

商標権等取得により、ブランド戦略をグローバルで再構築しまし

た。これらの取り組みは今後の成長に向けた基盤となるものです。

「R.I.S.E. 2035」については、私自身、経営企画部にて戦略

策定に関わり、2035年に向けた目指す姿を練り上げました。

長期経営戦略は単なる方針ではなく、今後の取り組みを具体

的に示すとともに、財務指標についてもコミットメントとして

掲げています。

また、「R.I.S.E. 2035」は、従業員に対するメッセージでも

あります。「これから、私たちはどこへ向かうのか」その意思を

示したものです。その実現に向けて、一人ひとりが「強い想い

と果敢な挑戦」により成長していく必要があることを共有して

います。人の成長が企業の成長につながるという認識のもと、

人的資本の強化も重要な要素です。

AIの活用を含めた既存業務の効率化を進めることで人的資

源を捻出し、成長分野へと再配分していきます。併せて、従業員

一人ひとりの強みや志向を踏まえながら、最適な配置を行うこ

とで、組織全体の生産性と価値創出力の向上を図ります。

当社はこれまで、技術を起点とした事業展開を強みとして

きましたが、変化の激しい環境の中では、当社としての方向性

を明確にした上で、それに見合った技術を組み上げていくこ

とが重要になります。「R.I.S.E. 2035」で示した方向性に基づ

変化する事業環境に対応し、成長へ転換

「R.I.S.E. 2035」のもと、成長戦略を実行する
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TOP COMMITMENT

き、各事業ともに中長期的な視点でリソースを配分しながら、

事業を進めてまいります。

2035年の目指す姿として、「ゴムから生み出す“新たな体験

価値”をすべての人に提供し続ける」を掲げました。「すべての

人」とは、お客様をはじめ、株主の皆様、従業員とその家族、さ

らには地域社会を含むステークホルダーの皆様です。商品や

サービスを通じて価値を提供するだけでなく、当社に関わるす

べての人に誇りや共感を持っていただける存在となることを

目指しています。

その中核にあるのが、DUNLOPブランドです。今後は、グロー

バルブランドとして、商品・体験・発信の一貫性が担保され、新

車装着やモータースポーツ、デジタル領域に至るまでその

価値が波及するものと考えます。

今後、ブランド価値の向上においては、事業間の相乗効果

を高めていくことが重要です。スポーツ事業では、ゴルフおよ

びテニス分野においてグローバルでトップクラスのポジショ

ンを確立することを目指し、DUNLOPブランドの価値向上を

牽引します。競技・レジャー双方の顧客接点を通じてブランド

の認知と共感を広げ、タイヤ事業を含む各事業に波及効果を

生み出します。

2026年は、「R.I.S.E. 2035」を具体的な成果へと結びつけ

る上で、極めて重要な一年と位置付けています。最優先課題

は、DUNLOPブランドの復権を確実な成果として示すことで

す。欧州でのDUNLOPタイヤの販売については、立ち上がり

として一定の手応えを得ており、この流れを確実に定着させる

ことが、成長戦略の重要な前提となります。

同時に、収益構造の改革に向けては、基盤強化を着実に進

めていきます。取り組みを進めるにあたり、各事業において重

点テーマを明確にしています。

タイヤ事業においては、プレミアム商品比率の引き上げに加

え、総原価低減活動「Project ARK（アーク）」による全社的なコ

スト最適化を通じて商品力とブランド価値の向上を図ります。

DUNLOP商標権等取得を機に、オールシーズンタイヤをはじめ

とするプレミアムタイヤを、欧州・北米・豪州で本格展開し、開発

体制を強化した現地拠点と一体となり、収益成長を加速します。

スポーツ事業では、SRIXON（スリクソン）・XXIO（ゼクシ

オ）・DUNLOPのブランドポートフォリオを軸に、北米・欧州で

のゴルフ・テニス事業の成長を加速させ、eスポーツを含む

新たな顧客接点の拡充を通じて、グローバルでのDUNLOP

ブランドの価値向上を牽引します。

産業品事業では、医療用ゴムや制振ダンパーを中心に、高付

加価値分野へのシフトを進め、アジアを軸とした海外展開と、

お客様に共感をいただけるような付加価値の高い“共感商品”

の市場投入を通じて、収益成長を図ります。

また、オートモーティブシステム事業では、独自のソフトウェ

ア技術であるSENSING COREを中核としたデータビジネ

スの拡大を進めます。タイヤから取得される情報を活用し、異

常検知に加え、故障予知までを実現することで、安全性と稼働

効率の向上に貢献していきます。その実現に向けては、2025

年に買収した米国のViaduct(バイアダクト)社が持つAI技術

との融合を進め、より高度な価値提供を目指します。さらに、

新規事業領域では、現在開発を進めている複数の新技術につ

いて、事業化を見据えた取り組みを加速させ、将来の成長ドラ

イバーとして育成してまいります。

このように、当社はタイヤを中核としながらも、各事業の

強みを活かし、価値創出の領域を広げていきます。2026年は、

成長戦略における個々の施策を着実に実行してまいります。

サステナビリティは当社にとって、住友事業精神にある「信

用と確実」「進取の精神」「事業は人なり」「自利利他、公私一

如」に通じるものであり、事業と一体で推進していくべきもの

です。品質・人権・環境は製造業の基盤であり、これらを確実

に実践することが、持続的な成長に不可欠であると考えます。

例えば、タイヤの軽量化は、燃費や電費の向上を通じて

製品価値を高めると同時に、使用する原材料の削減や製造

工程におけるエネルギー低減にもつながり、CO2排出量の

削減に寄与します。一方で、耐久性や安全性との両立といった

2026年の重点課題

「事業は人なり」
持続的成長を支える経営基盤の強化
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TOP COMMITMENT

課題を伴うものの、挑戦し続けることが、結果として技術的な

イノベーションを生み出す機会となり、企業価値の向上にもつ

ながると考えます。

また、アクティブトレッドなど新技術は、使用環境に応じた性

能を一つのタイヤで実現することにより、タイヤの使用本数その

ものを減らす可能性を持っています。これは廃棄物や資源使用

の削減に寄与する可能性があるとともに、顧客にとっての利便

性や価値の向上にもつながる取り組みです。このように、環境負

荷の低減と顧客価値の双方の実現に向けた取り組みを戦略的

に推進していきます。

加えて、業界特有の課題への対応も重要です。タイヤ・路面

摩耗粉じん（TRWP）については、その発生抑制や回収技術の

開発に取り組むとともに、国内外の研究機関や業界団体と連

携し、評価手法や規格の開発にも貢献してまいります。また、

重要な原材料である天然ゴムについては、サプライチェーン

における人権の尊重とともに、自然環境への依存および影

響を適切に認識し、対応することが不可欠です。トレーサビ

リティの確保に加え、サプライチェーン上流における実態の

把握や関係者との対話を通じて、理解の深化と必要な支援

に取り組んでまいります。

こうしたさまざまな取り組みを支え、DUNLOPの価値創造

の源泉となるのは、人です。従業員一人ひとりが主体的に考え

判断する人材、率直に意見を言える組織、挑戦を応援し合え

る文化を重視し、多様性の尊重とインクルージョンを基盤とし

た、挑戦を後押しする企業風土を醸成していきます。挑戦の結

果としての失敗は否定することなく、その挑戦を称えます。ま

た、技術の深化と知的資本の蓄積を進めるとともに、製造基

盤の高度化を通じて競争力を高めます。

そして、多様な力を一つに結集し、「R.I.S.E. 2035」を実現

することで、変化を乗り越えながら持続的に成長する企業へ

と進化していきます。その実現に向けて、人を育て、技術を育

て、会社を育て、そして社会に貢献するという複数の視点を

統合していく考えです。

これらの取り組みを支える経営基盤として、実効性の高い

ガバナンスが不可欠です。現在、取締役会による監督機能の

強化を進めており、取締役会議長を社外取締役が務める体制

とし、社内・社外取締役の構成を見直しています。経験・知見・

スキル・属性の観点から多様なメンバーを揃えるとともに、

取締役会にとどまらず、オフサイトミーティングの開催などを

通じて率直かつ誠実な議論を行っていきます。　

私たちは、DUNLOPが人々の人生に寄り添い、あらゆる場面

でその価値を実感していただける存在でありたいと考えていま

す。DUNLOPのもとに多様なステークホルダーが集い、価値を

共創していくブランドへと進化させていきます。「最高の安心

とヨロコビ」という「Purpose」を具体的な体験価値へとつなげ

ていきます。世界初の技術を社会実装し、それを世界標準へと昇

華させていく。その歩みを通じてDUNLOPの存在意義を、商品・

サービス・ブランド・データのあらゆる領域で示していきます。

当社は、すべてのステークホルダーの皆様に信頼され、選ば

れ続ける企業であり続けます。そして、社会課題の解決を通じ

た価値提供と持続的な事業成長を両立してまいります。皆様

には当社の成長ポテンシャルをご理解いただいた上で、ご支援

とご期待を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

世界初の技術を社会へ
DUNLOPは、人生に寄り添う
価値を共創します

“
”
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事業活動Chapter 4

36   サステナビリティ経営推進体制
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62    株主・投資家とのコミュニケーション
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71    会社情報・株式情報

会社情報Chapter 7

CONTENTS

当社は2026年より、コミュニケーションブランドをDUNLOPに統一しました。

DUNLOPは、「挑戦を支える安心」「期待を超える体験」「限界への挑戦」という3つ

の提供価値を、すべての商品・サービスで体現し、革新的な体験を通じて世界中の

人々にポジティブな感情を生み出すことを追求していきます。ブランドステートメント

「TAKING YOU BEYOND」には、挑戦するすべての人々の可能性を広げ、その先へ

導く存在であり続けるという想いを込めています。

表紙のご説明

06Integrated Report 2026



本統合報告書では、DUNLOPグループが目指す方向性や中長期的な価値創造に向けた取り組みを中心に記載しました。2025年

は、3月に公表した長期経営戦略「R.I.S.E. 2035」の実現に向けた全社的な取り組みの推進、12月に公表したDUNLOPブランド戦略、

社長交代など、DUNLOPのグローバルブランド展開の基盤を整えた年となりました。本報告書では、これらを通じて描くビジョン

や世界観、ブランドを支える取り組みをご紹介しています。編集にあたっては、「国際統合報告フレームワーク」や「価値協創ガイダ

ンス」に加え、機関投資家の皆様からいただいたフィードバックを参考に、より建設的な対話に資する報告書を目指しました。本統

合報告書をご覧いただくことで、当社の未来に期待と関心を持っていただくきっかけになれば幸いです。

編集方針

統合報告書の位置付け

対象組織

住友ゴム工業（株）、国内6工場を中心に、一部国内外の拠点や関係会社の情報を含みます。

参考にしたガイドライン

・経済産業省「価値協創ガイダンス2.0」　

・GRI（Global Reporting Initiative）

・IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」

報告対象期間
2025年度（2025年1月1日～2025年12月31日）を中心に、一部期間外の情報を含みます。

発行

2026年6月

見通しに関する注意事項

本報告書の記載内容のうち、将来に関する記述は編集時点の情報および合理的と判断する一定の前提に基

づいており、さまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

成長可能性を示す

財務情報 非財務情報

企業情報（沿革、経営方針、会社概要等）

ニュースリリース

トピックス一覧

サステナビリティ情報

商品・事業紹介

決算短信／決算説明会資料

有価証券報告書／半期報告書

ファクトブック 統
合
報
告
書

クリックするとWEBサイトに遷移します。

カテゴリー よくあるご質問 該当ページ・WEBサイト

財務戦略

 ROE目標の達成に向けた、具体的な道筋（ロードマップ）はどうなっていますか。
 �ROICに基づいた事業ポートフォリオの最適化・入れ替えをどう進めていき
ますか。

 �DUNLOPブランドのグローバル展開がもたらす中長期的な財務貢献をどう
見込んでいますか。

 財務担当役員メッセージ

 長期経営戦略「R.I.S.E. 2035」の進捗

 特集1：DUNLOPの新たな価値創出へ

 経営方針

ガバナンス
 取締役会の実効性をさらに高めるため、現状の課題をどう認識していますか。
 持続的成長を支える、次世代経営陣の育成・選定プロセスはどうなっていますか。
 �企業価値向上へのインセンティブとして、役員報酬制度をどう設計していますか。

 コーポレート・ガバナンス

 社外取締役鼎談

 コーポレート・ガバナンス

サステナビリティ

 �脱炭素社会に向けた水素エネルギー活用の可能性と、事業化への見通しはどう
ですか。
 �欧州の環境規制強化に対し、サプライチェーン管理やリスク対応はどうなってい
ますか。
 �グローバルに広がるサプライチェーン上の人権リスクに対し、どう責任を果た
していきますか。

 持続可能な地球環境への貢献

 ステークホルダーとの強固な関係構築

 人権レポート2026

人的資本

 �将来のビジネスモデルに必要な人材の確保・再配置をどう実現していきますか。
 �従業員のエンゲージメント向上に向け、どのように組織課題に向き合ってい
ますか。
 �労働力不足が見込まれる中で、生産性の高い組織をどう構築していきますか。

 �クロストーク：DUNLOPを支える人的
資本
 �多様な力をひとつに果敢に挑戦できる
組織
 �Column：「はたらきたい未来の工場�  
プロジェクト」進捗レポート

初めての試みとして、ステークホルダー、特に機関投資家の皆様との対話の中で、よくいただくご質問に対し、回答を反映した

ページとの対照表を設けました。関心をお持ちの項目からご覧いただき、当社の価値創造をご理解いただく一助となりましたら

幸いです。

当社のSR・IR活動における対話でいただいた内容は、経営層へ報告および関連部署へ共有するとともに、企業価値向上につな

がるご意見・ご指摘は、各施策および開示情報に反映してまいります。継続課題についても、順次対応を進めてまいります。
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 関連するページに遷移します。

 関連するWEBサイトに遷移します。  前後のページに遷移します。

 目次ページに戻ります。
本書の使い方

WEBサイト すべての情報を網羅して掲載

https://www.srigroup.co.jp/corporate/vision.html
https://www.srigroup.co.jp/corporate/governance.html
https://www.srigroup.co.jp/sustainability/information/dvql4p000000yrnk-att/human_rights_report_2026.pdf
https://www.srigroup.co.jp/ir/library/financial-report/
https://www.srigroup.co.jp/ir/library/yuho.html
https://www.srigroup.co.jp/ir/library/factbook.html
https://www.srigroup.co.jp/newsrelease/2026/
https://www.srigroup.co.jp/newsrelease/2026/
https://www.srigroup.co.jp/products/
https://www.srigroup.co.jp/products/
https://www.srigroup.co.jp/corporate/
https://www.srigroup.co.jp/corporate/
https://www.srigroup.co.jp/topics/
https://www.srigroup.co.jp/topics/
https://www.srigroup.co.jp/sustainability/
https://www.srigroup.co.jp/sustainability/
https://www.srigroup.co.jp/
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